
 
 

（３）．工事・維持管理に関すること 
 
【質問３−１】 
 土地を売った後、工事に着手するまでフェンス等で囲まれる状態になるのですか。 
【回答３−１】 
 立入防止の簡易的な柵で囲む予定です。工事期間中は安全柵を設置し、完成後にこれを撤
去します。 
 
【質問３−２】 
 フェンス（転落防止柵）等は設けないのですか。 
【回答３−２】 
 河川管理用通路の場合、一般的に法面勾配が緩いので、転落防止柵を設置しませんが、今
後設計を進めていく中で、現地状況や設置基準に基づき検討を進めてまいります。 
 
【質問３−３】 
 調節池完成後に雑草が繁茂するのは避けてほしい。 
【回答３−３】 
 詳細設計で雑草を抑制する構造を検討します。 
 
【質問３−４】 
 三面コンクリート張りは反対です。景観が悪く、夏場は照り返しが酷いです。 
【回答３−４】 
 詳細設計で法面や底面の構造を検討します。 
 
【質問３−５】 
 用排水路はどうなるのですか。 
【回答３−５】 
 調節池予定地を横断している用排水路は調節池の外周に切回す予定です。 
 
【質問３−６】 
 川面水門横の揚水ポンプはどうするのですか。農地がなくなるとこういった施設は不要
になるのですか。 
【回答３−６】 
 取扱いについては管理者と協議していきます。 
 
 



 
 

【質問３−７】 
 水がたまった際、調節池内の排水はどうするのですか。 
【回答３−７】 
 洪水時に一時的に貯留した水は、元荒川の水位が下がった後に河川に排水します。 
 
【質問３−８】 
 工事中は音や振動が出たりするのですか。 
【回答３−８】 
 重機が現場で稼働することにより騒音や振動が発生します。そのため、作業時間には注意
を払い、できる限り生活への影響が出ないよう配慮します。 
 
【質問３−９】 
 調節池完成後は周りを歩くことができるのですか。 
【回答３−９】 
 調節池を囲む堤防上に管理用通路を設け、原則は自由使用で歩行することもできます。 
  
【質問３−１０】 
 調節池完成後の底面の利用計画はあるのですか。 
【回答３−１０】 
 今後検討していきます。 
 


